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日本核医学
ることを目的
会の規定によ

核医学専門技術

技術学会では，核医学
として 核医学専門技
り核医学の知識・技術

者単位申告につ

学 会

担当

診療に携わる技術者の資
術者認定制度 を設けて
の達成度を評価し，専門

いて

長 小 堺 加智夫
理事 高 橋 堅 治

質の向上と維持をはか
います。この制度は本
技術者として認定する

ものです。
核医学の技
化する分野で
域であります
技術と知識を
いただき，多
本規定に基

術の進歩発展は目覚し
あり，核医学技術者は
。核医学専門技術者認
有する技術者であるこ
数の会員が単位認定の
づく単位認定を受けよ

く，新しい技術および方
日頃の知識，技術の修得
定証書を所有することは
とを証明するものであり
申告手続きをされるよう
うとする方は，下記の要

法論等が日進月歩で変
と研鑽が要求される領
，核医学技術に関する
ます。この制度を活用
希望します。
領に従い申告手続きを

行って下さい
も，業績評価
申告時の参

申告資格

。また， 年毎の業績3
の申告を行って下さい
考資料として，認定対

単位認定

評価時期に当たっている
。
学会・研究会リストを

の申告手続き

核医学専門技術者の方

掲載しました。
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業績評価2

平成1

申告される方は，次の
会における会員歴 年3
と。
医学技術者として 年5
定事項が 単位を充た500

年 月に申告を行って3 1

項目を全て充たしている
以上を有し，当該年度ま

以上の経験を有すること
していると推定される

いる方は，平成 年 月13 1

こと。
での会費を完納してい

。
こと。

年 月までの 年15 12 3
間の認定
します）
（ ）核1
（ ）業2
（ ）業3

事項を業績評価として
。
医学専門技術者の認定
績評価の基準は 年間3
績評価の期間中に1 00

申請してください（提出

証書を受けた後は， 年3
で 単位以上の取得と100
単位を超えても， 年0 3

（ ）v

書類は事務局より送付

毎に業績評価を行う。
する。
間を経過しないと次の



業績
（ ）認4

評価を受けることはで
定単位が 単位以上1 000

きない。
に達した方は，以後の単位申告が免除されま

認定証の発
所定の単

申告方法
平成 年15
ただし，
（ ）初め1

行
位を取得された方に認

月 日までの認定事12 31
申告できる認定期間は
て申告される方は，平

定証書または認定証を発

項を申告する。

成 年からの業績等を認6

行します。

定事項として申告でき
る。

（ ）平成2
項を業

（ ）提出3
（ ）提出4

提出書類
（ ）核医1

年に申告を行ってい13
績評価として受けられ
書類はコピーして各年
書類の必要な方は，本

学専門技術者単位認定

る方は，平成 年 平成13
る。
毎に分けて記載すること
会事務局へ請求して下さ

申告書（提出書類 ）1

年の 年間の認定事15 3

。
い。
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（ ）業績3
（ ）認定4

単位の計算
別表に単

申告締切

申告書（ ），（ ）（提
評価は前回の単位認定
手数料 円（郵便定1 000

法
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通知票のコピー（提出書
額小為替にて）

類 ）4

平成 年16
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別表 核医1

区分

本学

学専門技術者認定単位

事

会の参加発表等

内訳

項 単 位

a

b

c

総 会

核医学技術セミナー

卒後教育プログラム

参 加
発 表（筆頭者）
発 表（共同研究者）
特別講演・講演等
座長・司会

参 加
講 演

受 講
講 演

20
15
5
20
5

30
20

10
20

d
1

2

e

他学

a

地方会
）学術総会，研究発表会

）講習会，勉強会

その他

会等の参加発表

核医学に関連する全国レベ
ルの学会

参 加
発 表（筆頭者）
発 表（共同研究者）
参 加
講 演

参 加
発 表（筆頭者）

5
5
2
3
5

委員会で決定

5
10

b

c

論文

a

参加資格がオープンの全国
レベルの講演会

その他

・著書等

核医学技術

発 表（共同研究者）

受 講

原著論文（筆頭著者）
原著論文（共同研究者
その他論文（筆頭著者

3

5

委員会で決定

30
） 10
） 20

b

c

他誌論文

査読制度のある学術誌

査読制度のない学術誌

著 書

その他

その他論文（共同研究
短 報（筆頭著者）

（筆頭著者）
（共同研究者）
（筆頭著者）
（共同研究者）

単著・共著
分担執筆（ 頁まで）5

者） 5
5

15
5
5
2

15
頁数2

委員会で決定d

業務

a

b

その

単位

常 勤

非常勤

他

（ ）vii

月数2

延月数1

委員会で決定



別表 学会2

【本 会】

・研究会などへの参加・発表単位

総 会
核医学技術
卒後教育プ
各地方会
二日間に
発表

セミナー
ログラム
（学術総会，研究会発表
渡り開催される地方会
（筆頭者）
（共同研究者）

）参加
の参加

単位20
30
10
5
10
5
2

注 地方会:

【核医学に関
日本核医学
発表（筆
（共

日本医学放
日本放射線

レベル以下の研究会等

する全国レベルの学会】
会 単位 同5
頭者） 10
同研究者） 3
射線学会 同5
技術学会 同

での座長・司会は単位な

地方会 単3
発表（筆頭者） 3
（共同研究者） 1

地方会 3
部会

しとする。

位

同支部
日本医学検
日本臨床病
日本循環器
日本放射線
全国自治体
国立病院療

5
査学会 同5
理学会 同5
学会 同5
技師会学術大会（核医学
病院学会 （核医学
養所総会医学会（核医学

3
地方会 3
地方会 3
地方会 3
に関連した発表を行っ
に関連した発表を行っ
に関連した発表を行っ

2
同 県 2

た場合に限る。） 4
た場合に限る。） 4
た場合に限る。） 4

【核医学に関
世界核医学
発表（筆
（共

米国核医学
ヨーロッパ
その他核医

する世界レベルの学会】
会
頭者）
同研究者）
会
核医学会
学に関する国際学会

単位5
5
2
5
5
5

【参加資格が
日本アイソ
放射線取扱
その他全国

オープンな全国レベルの
トープ協会講習会（医
主任者大会
レベルの な核医of cial

講習会など】
療放射線管理講習会など

学に関する講習会など

（ ）viii

） 5
5
5



別表 3

地 区

全 国 ニ

研 究 会 名

ュータウンカンファレンス

単位 地 区 研

東 北 みやぎ核4

究 会 名 単位

医学技術研究会 1

ブ
メ

循

北 海 道 旭

釧

道

西

ハ

レインファンクションイ
ージングカンファレンス

環核医学研究会

川核医学学術講演会

路核医学研究会

北循環核医学研究会

胆振 画 検討会RI

マナスカンファレンス

南東北イ4
盛岡市核

4
関 東 研BNM

1 New Ho
1 New Ho
1 ences

心臓核医1

脳核医学1

r

ンビトロ部会 1

医学交流会 1

究会 1

izon for Cardiology 1

rizon for Neurosci 1

学フォーラム 1

フォーラム 1

北

北

道

ラ

道

道

北

北
会

海道核医学技術セミナー

海道心臓核医学フォーラム

北画 研究会

イラックカンファレンス

南 セミナーRI

北核医学セミナー

海道心臓核医学研究会

海道脳 ・ 研究PET SPECT

1 NMTC
Technica1
城県臨1
核医学画

1
群馬県核

1
群馬ブレ

1 ンファレ
1 信州核医

千葉ベイ1
ス

（Nuclear Medicine 1）l Conference
床核医学研究会 1
処理検討会 1

医学研究会 1
インイメージングカ 1ンス
学研究会 1
シテイカンファレン 1

北

東 北 青

青
秋
岩
核
北
心

海道脳 研究会SPECT

森県核医学技術交流会

森県核医学研究会
田県循環核医学研究会
手県核医学懇話会
医学技術講演会
日本核医学談話会
臓核医学懇話会

千葉核医1

栃木県核1
山梨県核1
山梨核医1
関東脳 S1
心臓核医1
神奈川 S1
神奈川核1

学研究会 1
医学研修会 1
医学研究会 1
学診療研究会 1

研究会PECT 1
学談話会 1

研究会PECT 1
医学研究会 1

東
み
宮
山
宮
秋
東
動
福

北脳循環カンファレンス
ちのく核医学の会
城県心臓核医学研究会
形心臓核医学懇話会
城県核医学研究会
田核医学談話会
北脳 研究会SPECT
態核医学研究会
島県核医学研究会

長野県放1 究会
1 東毛画
1 北信脳循

ス1
臨床画1
東京核医1
関東小児1

1 北 陸 テクFIT
ンス1

射線技師会核医学研 1

診断フォーラム 1
環代謝カンファレン 1

診断懇話会 1
学技術研究会 1
核医学研究会 1

ニカルカンファレ 1

新
新
長
新
秋

潟 研究会MIBG
潟県核医学技術研究会
岡核医学研究会
潟核医学懇話会
田県核医学技術研究会

福井県1 R
福井県核1
福井県核1
北陸核医1
富山県臨1

（ ）ix

画 技術セミナーI 1
医学研究会 1
医学技術研究会 1
学カンファレンス 1
床核医学研究会 1



地 区

北 陸 北

東 海 静

研 究 会 名

陸循環器核医学研究会

岡県核医学談話会

単位 地 区 研

近 畿 関西画1

関西核医

究 会 名 単位

再構成研究会 1

学画 処理研究会 1

静

静
会

21
心

東
東
東
東

岡県心臓核医学勉強会

岡県脳循環代謝核医学研究

世紀カンファレンス（旧・
臓核医学フォーラム）

海核医学セミナー
海脳神経核医学研究会
海腫瘍核医学研究会
海循環器核医学研究会

1

中国 四国 山陰デジ1

山陰核医1
山陽核医

広島核医1
県核医学

1 臨床核医
1

山口核医
1

山口核医
1

タル画 研究会 1

学研究会 1

学カンファレンス 1

学講演会（旧・広島 1講演会）

学研究会 1

学技術検討会 1

学講演会 1

ニ
フ
三
岐
岐
三
三
名
浜

ューロイメージングカン
ァレンス
河核医学勉強会
阜県核医学談話会
阜循環器核医学研究会
重県核医学談話会
重総合画 研究会
古屋心臓核医学勉強会
松核医学カンファレンス

愛 県核
1 愛 県心

愛 循環1
愛 循環1
愛 県南1
愛 県脳1

香川県核1
1 高知県核
1 高知県核

医学懇話会 1

臓核医学談話会 1

器核医学研究会 1

核医学セミナー 1

予 セミナーRI 1

研究会SPECT 1

医学談話会 1

医学講演会 1

医学症例検討会
東

近 畿 21
ン
21
ン
Hy
大
核
京

三河 技術検討会RI

世紀心臓核医学カンファレ
ス
世紀脳循環代謝カンファレ
ス

研究会ogo Gated SPECT
阪核医学懇話会
医学定量診断研究会
滋 検査を語る会RI

1 徳島核医

徳島県核
1

南予循環

島根県核1
ひろしま1
愛 県東1
山陰デー1
高知県核1

1

学研究会 1

医学技術勉強会 1

画 研究会 1

医学同好会 1

核医学技術検討会 1

予 セミナーRI 1
タ処理研究会 1
医学技術研究会 1

京
京
奈
兵
兵
兵
関
関

滋核医学セミナー
都 懇話会RI
良県核医学技術検討会
庫県核医学技術検討会
庫県核医学研究会
庫県脳循環代謝研究会
西心臓核医学セミナー
西脳 研究会SPECT

九 州 世紀カ1 21
大分総合1
沖縄県核1
鹿児島1 R
熊本地区1
佐世保ベ1
グ1
サンセッ1
心機能検

ンファレンス 1
画 診断研究会 1
医学懇話会 1
カンファレンスI 1
核医学技術懇話会 1
イサイドミーティン 1

トミーティング2001 1
討会 1脳

北
ON
no
核
PE

スペクトセミナー
京都 懇話会RI
（TC Osaka Nuclear Tech

）logist Conference
医学症例検討会
核医学研究会T

1
筑後地区1
長崎核医

1 肥後循環
宮崎1 RI
宮崎県核1

（ ）x

核医学技術研究会 1
学研究会 1
核医学セミナー 1
カンファレンス 1
医学研究会 1



地 区

九 州 火

熊

研 究 会 名

の国 カンファレンスRI

本心臓核医学フォーラム

単位 地 区 研

九 州 沖縄県核1
熊本地区1

究 会 名 単位

医学技術研究会 1
核医学技術懇話会 1

鹿

鹿

長

福

CN
tra

注 マークは
参加 単1

児島核医学技術検討会

児島臨床核医学研究会

崎心臓核医学講演会

岡 カンファレンスRI

（PC Cranial Nerver Por
）it Conference

名称変更です。
位 の研究会での発表は，筆

北九州支1
宮崎核医1
筑後・佐

1
九州 SPE

1
不 明 腎臓核医

1 臨床画

頭発表者のみ 単位 加算1

部核医学技術研究会 1
学技術研究会 1
賀核医学研究会 1
研究会CT 1

学懇話会 1
研究会 1

されます。
単位を申請す
参加証明書を

下さい。

別表 核医4

【査読のある
核医学技術

る場合は，参加証明書と，演
発行する場合は 日本核医学

学に関する論文等の掲

もの】
（本会機関誌）原著論

その他

者は プログラム が必要で
技術学会核医学専門技術者認

載の単位

文 （筆頭者） 単位30
論文 （筆頭者）

す（コピー可）。
定単位 単位 と記載して

（共同研究者） 単位10
（共同研究者）

核医学
日本医学放
日本放射線
各学会の機
RADIOIS
外国学術誌
その他これ

射線学会誌
技術学会誌
関誌
OTOPES

に類する雑誌

20
（筆頭者）15
（筆頭者）15
（筆頭者）15
（筆頭者）15
（筆頭者）15
（筆頭者）15
（筆頭者）15

5
（共同研究者） 5
（共同研究者） 5
（共同研究者） 5
（共同研究者） 5
（共同研究者） 5
（共同研究者） 5
（共同研究者） 5

【商業的雑誌
臨床核医学
映 医学
医学と薬学
胆と
メディカル
日本学術会
その他

】

コア
議に非加盟の団体誌

（筆頭者） 5
（筆頭者） 5
（筆頭者） 5
（筆頭者） 5
（筆頭者） 5
（筆頭者） 5
（筆頭者） 5

（共同研究者） 2
（共同研究者） 2
（共同研究者） 2
（共同研究者） 2
（共同研究者） 2
（共同研究者） 2
（共同研究者） 2

【査読のない
核医学技術
各学会等の
勉強会・研
その他

もの】
（本会機関誌）短報
地方会，県技師会など
修会・各研究会等のま

の機関誌
とめの報文集

（ ）xi

（筆頭者） 5
（筆頭者） 2
（筆頭者） 2
（筆頭者） 2




